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語幹 未然 連用 終止／連体 仮定 命令
違う ちが −わない −います
−って　
−った　





























① AとBは違う／ AとBとは…が違う 二つが同じでない 差異
② AはBと違う 物事が正しい状態にない 否定
































言う 見る 行く 書く 食べる 違う
BCCWJ 803,148 223,222 220,816 41,966 32,739 31,070









































































































































東北 関東 中部 近畿 中四国 九州 合計
20歳代
男性 1 8 1 1 2 13
女性 1 2 2 1 4 10
30歳代
男性 2 1 1 4
女性 2 3 1 6
40歳代
男性 1 1 2





男性 1 11 1 2 2 3 20


















































未然形 連用形1 連用形2 連用形3 終止形 仮定形 命令形 全体
20歳代 70 87 70 87 83 65 48 100（23人）
30歳代 70 80 80 80 80 10 50 100（10人）
40歳代 60 60 40 60 20 0 20 100（5人）
50歳代 0 0 0 0 0 0 0 100（2人）
合計 65 78 65 78 70 40 43 100（40人）
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　　　　　表９．「使用できる」および「許容できる」（○＋△）の出身地別状況　　　（人）
未然形 連用形1 連用形2 連用形3 終止形 仮定形 命令形 全体
東北 1 2 1 2 2 1 1 2
関東 12 14 14 15 14 11 11 16
中部 5 5 4 5 3 0 3 6
近畿 3 4 1 4 3 2 0 4
中四国 3 3 3 3 3 1 1 4



























未然形 連用形1 連用形2 連用形3 終止形 仮定形 命令形 全体
全体
35 23 35 23 30 60 58 100
14人 9人 14人 9人 1人 24人 23人 40人
表11．アンケート文修正後の表現
未然形
変わらないで7、同じであって2、そのままであって2、そのままでいて1、
同じであって1、守って1
連用形1 変わりました4、違ってしまいました3、変わっています1、違っちゃいました1
連用形2
変わりました5、変わっています3、違っています2、よくなりました2、
違います1、よくなっています1
連用形3 変わった5、変更になった2、変更した1、違っちゃった1
終止形 変わる6、違う5、悪くなる1
仮定形
変わったら5、変われば4、違くなったら4、違ったら4、違っていたら2、
変われるなら1、変えられたら1、違ければ1、よくなれば1、普通になれば1
命令形
降らないように4、降るな3、晴れるように3、晴れて3、違くなるように2、
変わるように1、変わってくれ1、変わって1、違ってくれ1、
降らないでくれ1、晴れてくれ1、晴れろ1、晴れー 1
※数字は件数
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選択されたモダリティは様々であるが、「変わる」を使った方法と「違う」を使った方法に
大きく二分されており、「変わる」を選んだ人がわずかに多い結果となっている。（命令形だけ
は「雨」という文中の語から「晴れる」や「降る」が直感的に結びつきやすく、これらの語が
ほとんどを占めている。）修正前の「違くなる」を観察したら「違う」を使って修正しようと
いう考えが自然だと思うが、それをあえて別の語に置き換えるというのはその別の語とそのと
きの状況が密接に結びついていることの表れである。「違う」の動的属性として「変化」の意
味合いが表れるときがあるが、そのときは「変わる」等の類義語もしくは「違くなる」形式の
使用という二つの方策があると言及したが、それは「違くなる」の普及およびそれを補完する
アンケート文の修正結果からも明らかになった。
ここで再確認をするが、動詞「違う」はどのようにして「変化」の意味合いを内在させたか
である。意味面で分類した表2に照らすと、動詞「違う」は状態動詞に分類されるだろう。「違
う」の静的属性や形容詞的側面については、先行研究や本稿でもたびたび触れているが、状態
動詞のカテゴリーに属する動詞はそもそも形容詞的用法を備えている。
（20）あの娘は母親によく似ている。
　　　→母親によく似た／似ているあの娘　
（21）今回の事件は、先月の事件に関連している。
　　　→先月の事件に関連した／関連している今回の事件
（20）（21）に使われている動詞が連体修飾節になった場合は、「タ」でも「テイル」でも適
切な表現であることから、この場合の「タ」「テイル」はテンスやアスペクト的意味を表わさ
なくなる。（20）（21）のような文例が、動詞の形容詞的用法の例として金田一（1976）にも
列挙されている。また、金水（1994）は「タ」の連体修飾節における文例を挙げ、形状動詞
は形容詞的用法をとり、結果の状態を焦点化する働きを持っている、としている。さらに蔡
（2014）は、連体修飾節内で動詞の形容詞的用法になり得る動詞が共通して持っている特徴を
探る中で、「変化を含意している動詞は「変化の結果の継続」という開始段階と終了段階が欠
けている状態を表わすことができることから、形容詞的用法になりやすい」と論じている。変
化を焦点化する働きを簡略化して整理すると、次のようになる。
変化　→　変化の完了　→　変化後の結果の継続　→　状態
このモデルを表現できる動詞は形容詞的用法になりやすいということである。蔡（2014）
は、形容詞的用法になる動詞とならない動詞を分類しているが、「違う」がどの部分に分類さ
れるかは明確ではなく、また連体修飾節という限定的な枠組みではあるが、「変化」と動詞の
形容詞的用法の関係性が示唆されている。動詞「違う」が内在している「変化」の意味は顕在
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化する過程で二つの方策を獲得し、そのうちの一方は誤用と呼ばれながらも言語変化の一端と
して勢力を大きく伸ばし、意味の明確化が進んでいるようにも感じる。
３．他の活用形からのアプローチ
動詞「違う」が形容詞型活用を獲得していく、その過程を「違くなる」の出現を例に論述し
てきたが、表1でもわかるように形容詞型活用はほかにもいくつかの形式がある。「違かった」
は、井上（1998）によると「違っていた」をアスペクト表現の接続なしに簡潔に表現するた
めに出現した形式とし、石井（2011）によると「違った」から過去を表わす意味のみが分離
したために出現した形式としている。見解は違うものの、役割分担を求めた結果の獲得である
ことを論じた。本稿でも、役割分担を念頭に置きながら論を進める結果となった。しかし、そ
のほかの活用形はどのような原因があって、形容詞型活用が進行しているのだろうか。普及が
先行した活用形に牽引されることで定着が促されたのであろうか。そのあたりの状況は、検証
が進んでおらず明らかになっていない。他の活用形を観察することで「違う」の形容詞型活用
の獲得がますます明らかになるだろうが、それは次稿としたい。
本稿アンケート調査では、被験者は40人のみで現象を見るには少ない感があるのは否めな
い。今後は規模を大きくした調査を実施したい。また調査文は収集したブログの例を参考にし
たものではあるが、稿者が作成したものに変わりはない。実際に収集した文例ではないため、
自然さに欠けたものであった可能性も否定できない。次稿では、実際の文例を採用するように
努めたい。
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